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ほとんどない ほとんど気にならない よくある とても気になる
１．後追いや抱っこなど相手をしてほしがる １ ２ ３ ４
２．よく泣いてなだめにくい １ ２ ３ ４
３．かんしゃくを起こす １ ２ ３ ４
４．１人にするとぐずる １ ２ ３ ４
５．機嫌がかわりやすい １ ２ ３ ４
６．夫や祖父母の手伝いがない １ ２ ３ ４
７．子どもの育て方に疑問をもつ １ ２ ３ ４
８．家族のまとまりがない １ ２ ３ ４
９．自由な時間がない １ ２ ３ ４
10．成長や発達の目安にこだわってしまう １ ２ ３ ４
11．生活が平凡である １ ２ ３ ４
12．新しいことが始められない １ ２ ３ ４
13．やりたいことを我慢する １ ２ ３ ４
14．夫からの言葉かけが少ない １ ２ ３ ４
15．しかり方がわからない １ ２ ３ ４
16．受診のタイミングをつかめない（病院） １ ２ ３ ４
17．育児を１人でしている １ ２ ３ ４
18．母親にむいていない １ ２ ３ ４
19．病気なのか判断できない １ ２ ３ ４
20．夫が子どもをかまわない １ ２ ３ ４
21．しつけ方がわからない １ ２ ３ ４
22．発熱などの緊急時に対処できない １ ２ ３ ４
23．同年齢の子どもの成長や発達とくらべる １ ２ ３ ４
24．子どもをうまく育てられない １ ２ ３ ４

























































１．何らかの体の痛みを訴える ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
２．１人で過ごすことが多い ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
３．疲れやすい､あまり元気がない ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
４．そわそわして､じっと坐っていられない ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
５．先生とトラブルがある ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
６．学校（保育園・幼稚園）にあまり興味がない ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
７．まるで“モーターで駆られるように”ふるまう ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
８．空想にふけることが多い ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
９．気が散りやすい ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
10．新しい状況をこわがる ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
11．悲しい､幸せでないと思う ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
12．いらいらしたり怒ったりする ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
13．希望がないように見える ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
14．一つのことに集中できない ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
15．友達と遊びたがらない ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
16．他の子ども達と喧嘩をする ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
17．学校（保育園・幼稚園）を休む ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
18．学校（保育園・幼稚園）の成績・評価が悪くなっている ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
19．自分を卑下する ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
20．診察してもらっても、どこも悪い所はないと言われる ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
21．よく眠れない ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
22．心配性である ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
23．以前と比べて親と一緒にいたがる ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
24．自分は悪い子だと思っている ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
25．必要がないのに危険なことをする ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
26．よくケガをする ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
27．あまり楽しそうに見えない ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
28．自分の年齢よりも幼稚にふるまう ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
29．規則を守らない ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
30．気持ちを表さない ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
31．他の人の気持ちを理解しない ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
32．他の人をからかう ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
33．都合の悪いことを他の人のせいにする ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿
34．他人の物をとる ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿


















を行った。第Ⅰ因子は「抑うつ（番号2. 8. 13. 18. 27）」、
第Ⅱ因子は「不安・人間関係の障害（番号10. 30. 31. 32. 
33. 35）」、第Ⅲ因子は「注意欠陥・多動（番号4.7.9.14）」、





















































































№ 子の年齢 性別 事前 事後
1 8 男 53 46
2 7 女 29 4
3 3 男 27 16
4 7 男 27 22
5 4 男 27 22
6 5 男 26 26
7 15 男 25 15
8 12 男 23 10
9 7 男 21 11
10 1 女 20 20
11 8 男 18 24
12 4 男 18 29
13 8 男 17 12
14 8 女 16 25
15 4 女 15 7
16 5 女 13 14
17 4 女 8 2
18 11 男 8 4
19 7 女 7 5
20 3 男 7 13
21 2 女 7 16
22 2 女 3 5
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